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1. 本研究の背景と目的
最近、携帯電話はこの５年間爆発的にユーザーが増えている。とりわけ、若者の間ではコミュニケーションの重要なツールとしてなくてはならないものになっている。特に、メールを用いたコミュニケーションは若者間では盛んに行われ、友人関係の維持に、そして心の安定に有効な役割を果たしているように思われる。本稿の目的は、携帯によるコミュニケーションの実態を調査することによって、携帯電話が友人関係の維持やユーザーの気分の変化にどのような効果を及ぼしているかをあきらかにすることである。
２. 携帯電話使用の実態
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